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背景：COPD と心血管リスクの関連が知られているが、そのメカニズムは明らかではない。心血管

リスクの高い患者群では、１心拍毎の SBP 変動スピード（vSBP）が大きいことが明らかとなって

いる。vSBPが COPD患者における心血管リスクの原因因子である可能性があり、COPD患者にお

いて vSBP の増強が認められるか、また閉塞性呼吸障害の重症度と vSBP に関連があるかを評価し

た。 

方法：安静下で 5分間、１心拍毎の血圧を記録した。オシロメトリック法で測定した SBPの変動の

スロープを様々な心拍間で測定し、vSBPを計算した。単相関、多変量解析を用いて、FEV1と vSBP

の関連を調べた。 

結果：60人の COPD患者と 34人の健常コントロール群の比較では、短時間（5心拍未満）の vSBP

は COPD 患者でより顕著であった。さらに FEV1 と vSBP には負の相関を認めた（r=‐0.41, 

p=0.001）。多変量解析でも FEV１は vSBPと独立して有意に関連していた。 

結論：COPD 患者では、健常コントロール群と比較して血圧変動が増大していた。また vSBPは閉

塞性呼吸障害の重症度と関連していた。vSBPの上昇は COPDと心血管イベントを結ぶ病態の鍵と

なりうる。 

Note： 

・COPD患者では、年齢や喫煙とは独立して心血管リスクが高い。 

・COPD患者では健常コントロール群と比較して血圧変動スピードが増大していた。 

・１心拍毎の SBP変動スピードは閉塞性呼吸障害の重症度と関連した。 


